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朝霞市役所 

朝霞市本町１－１－１ 

TEL 048－463－1111（代表） 
※直通電話番号（ダイヤルイン）で
電話をかけると、直接各担当係に
つながります。 

●受付時間● 
午前8時30分～午後5時15分 

●休日● 
土・日曜日、祝日 

ご
案
内 

募　集 

ご案内 

平
成
２１
年
度
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
学
院
新
規
委
託
生

市
内
在
住
の
視
覚
障
害
者
で
、
職

業
的
自
立
を
図
る
た
め
、
あ
ん
摩
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
、
は
り
師
お

よ
び
き
ゅ
う
師
の
資
格
習
得
を
希
望

す
る
方
が
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
学
院
へ
入

学
す
る
場
合
、
県
が
授
業
料
を
負
担

す
る
委
託
生
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対
象
／
①
埼
玉
県
に
１
年
以
上
居
住

し
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す

る
視
覚
障
害
者
で
あ
る
こ
と

②
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧

師
、
は
り
師
ま
た
は
き
ゅ
う
師
の

う
ち
１
つ
以
上
の
免
許
取
得
に
よ

り
自
立
更
生
に
効
果
的
で
あ
る
こ

と
③
中
学
卒
業
以
上
の
学
力
が
あ

る
者
。
た
だ
し
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
指
圧
お
よ
び
は
り
き
ゅ

う
科
（
３
年
課
程
）
は
高
等
学
校

卒
業
以
上
の
学
力
の
あ
る
者

推
薦
書
に
関
し
て
の
手
続
き
／
福
祉

課
推
薦
書
提
出
期
限
／
平
成
２１
年
１
月

９
日
�

入
学
願
書
受
付
／
平
成
２１
年
１
月
２０

日
�
ま
で
に
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学

院
へ
提
出
（
願
書
は
同
学
院
よ
り

取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
）

試
験
日
／
平
成
２１
年
１
月
２２
日
�

※
委
託
生
は
学
院
の
試
験
に
合
格
し

た
者
の
中
か
ら
県
が
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
委
託
生
募
集
に
関
す

る
こ
と
…
埼
玉
県
障
害
者
社
会
参

加
推
進
室

�
０
４
８
―
８
３
０

―
３
３
１
１

入
学
試
験
に
関
す

る
こ
と
…
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院

�
０
３
―
３
２
０
０
―
０
５
２
５

市
内
在
住
世
帯
向
け
（
事

業
所
を
除
く
）
生
ご
み
処

理
機
器
補
助
金

●
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

数
量
／
１
世
帯
に
つ
き
１
機

対
象
機
械
／
市
販
品
で
電
力
を
利
用

し
て
脱
水
・
分
解
を
行
い
、
生
ご

み
を
減
量
化
、
堆
肥
化
す
る
機
械

補
助
金
額
／
本
体
購
入
価
格
（
消
費

税
は
除
く
）
の
２
分
の
１

た
だ
し
、
上
限
は
２
万
円
、
１
０

０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て

申
請
の
手
順
／

①
販
売
店
で
「
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
」
を
購
入
し
ま
す
。

②
次
の
も
の
を
市
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
補
助
金
交
付
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た

は
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
に
あ

り
ま
す
）

・
保
証
書
の
写
し

・
領
収
書
の
原
本

③
申
請
後
、
申
請
者
の
指
定
口
座
に

補
助
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

●
コ
ン
ポ
ス
ト
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
容
器

数
量
／
１
世
帯
に
つ
き
２
個
ま
で

対
象
容
器
／
市
販
品
で
、
微
生
物
や

細
菌
の
働
き
を
利
用
し
、
脱
水
、

発
酵
す
る
こ
と
に
よ
り
減
量
化
、

堆
肥
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

作
ら
れ
た
容
器

補
助
金
額
／
本
体
購
入
価
格
（
消
費

税
は
除
く
）
の
２
分
の
１

た
だ
し
、
上
限
は
３
０
０
０
円
と

し
、
１００
円
未
満
は
切
り
捨
て

申
請
の
手
順
／

①
販
売
店
で
「
生
ご
み
処
理
容
器
」

を
購
入
し
ま
す
。

②
次
の
も
の
を
市
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
補
助
金
交
付
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
出
力
も
し
く
は
市
役

所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
）

・
領
収
書
の
原
本

③
申
請
後
、
申
請
者
の
指
定
口
座
に

補
助
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

受
付
場
所
／
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

〒
３５１
―
００３３

朝
霞
市
大
字
浜
崎
３

９
０
―
４
５
（
郵
送
可
）

問
い
合
わ
せ
／
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

�

０
４
８
―
４
５
６
―
１
５
９
３

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

障
害
の
あ
る
方
が
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
を
利
用
し
た
場
合
、
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
１
割
が
自
己
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
低
所
得
の

方
々
に
対
し
て
独
自
の
負
担
軽
減
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
サ
ー
ビ
ス
／
障
害
者
自
立
支
援

法
の
介
護
給
付
お
よ
び
訓
練
等
給

付
費
（
身
体
障
害
者
福
祉
法
や
知

的
障
害
者
福
祉
法
、
児
童
福
祉
法

に
よ
る
措
置
入
所
は
除
く
）
や
補

装
具
費
、
日
常
生
活
用
具
費
、
移

動
支
援
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
、
日
中
一
時
支
援
等
の
利
用
料

の
自
己
負
担
分

※
食
費
、
居
住
費
等
の
実
費
負
担
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
・
補
助
額
／

①
低
所
得
１
の
方
（
市
民
税
非
課
税

世
帯
で
年
収
８０
万
円
以
下
の
方
）

…
支
払
っ
た
利
用
料
の
５０
㌫
の
額

②
低
所
得
２
の
方
（
市
民
税
非
課
税

世
帯
で
①
に
該
当
し
な
い
方
）
…

支
払
っ
た
利
用
料
の
２５
㌫
の
額
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ご
案
内 

同居世帯の
総所得額

２，７４０，０００円
以下

３，１２０，０００円
以下

３，５００，０００円
以下

３，８８０，０００円
以下

４，２６０，０００円
以下

交通遺児
等の人数

１人

２人

３人

４人

５人
以上

※
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
。

申
請
方
法
／
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書

に
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
を
支
払

っ
た
領
収
書
等
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

内
線
２
６

５
２
〜
３

�
０
４
８
―
４
６
３

―
１
５
９
８
（
直
通
）

�
０
４

８
―
４
６
３
―
１
０
２
５

朝
霞
市
障
害
者
等
日
中
一

時
支
援
事
業

平
成
２０
年
４
月
か
ら
、
一
時
的
に

見
守
り
等
が
必
要
な
障
害
の
あ
る
方

に
日
中
の
場
を
提
供
し
、
ま
た
、
日

常
的
に
介
護
し
て
い
る
家
族
の
支
援

を
目
的
と
し
た
日
中
一
時
支
援
事
業

を
「
す
わ
緑
風
園
」
な
ど
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

内
容
／
日
中
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
、
障
害
者
支
援
施
設
に
お

い
て
、
障
害（
児
）者
の
方
に
社
会

に
適
応
す
る
た
め
の
日
常
的
な
訓

練
や
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に

必
要
な
創
作
活
動
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
障

害
者
等
で
次
に
掲
げ
る
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
・
精

神
）
を
持
っ
て
い
る
方

②
医
師
に
よ
り
発
達
に
障
害
が
あ
る

と
診
断
さ
れ
た
方

利
用
者
負
担
／
か
か
っ
た
経
費
の
１

割
負
担

利
用
上
限
／
月
１０
日
以
内

申
請
方
法
／
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
福
祉
課
に
申
請
し
、
利
用
決
定

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

内
線
２
６

５
２
〜
３

�
０
４
８
―
４
６
３

―
１
５
９
８
（
直
通
）

�
０
４

８
―
４
６
３
―
１
０
２
５

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
の
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
の
手
続
き
は
、
本
人
か
ら

の
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
の
方
に

は
個
別
に
通
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
数
か
月
分
ま
と
め
て
申
請

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
請
先
／
福
祉
課
、内
間
木
支
所
、朝

霞
駅
前
出
張
所
、
朝
霞
台
出
張
所

申
請
に
必
要
な
も
の
／
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
支
給
申
請
書
、
医
療

機
関
等
（
診
療
、
調
剤
、
柔
道
整

復
ほ
か
）
に
支
払
っ
た
領
収
書

問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

内
線
２
６

５
２
〜
３

�
４
６
３
―
１
５
９

８
（
直
通
）

�
０
４
８
―
４
６

３
―
１
０
２
５

交
通
遺
児
等
援
護
金
の
給
付

給
付
対
象
遺
児
／
埼
玉
県
内
に
在
住

す
る
乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
・
高

等
学
校
な
ら
び
に
各
種
学
校
等
に

在
学
す
る
平
成
２
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
交
通
遺
児
等
で
、

表
に
掲
げ
る
世
帯
に
属
す
る
者

給
付
額
／
遺
児
１
人
に
つ
き
年
額
５

万
円

給
付
時
期
／
平
成
２１
年
４
月
下
旬

申
請
書
類
／
道
路
交
通
課
、
学
校
等

に
あ
る
「
交
通
遺
児
援
護
金
の
し

お
り
」
を
参
照

提
出
期
限
・
提
出
先
／
平
成
２１
年
２

月
２
日
ま
で
に
、
み
ず
ほ
信
託
銀

行
浦
和
支
店
に
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
保
護
者

（
一
方
ま
た
は
双
方
）
が
、
交
通
事

故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
障
害

（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
基

準
で
１
〜
３
級
相
当
）
を
生
じ
た
１８

歳
以
下
の
人

問
い
合
わ
せ
／
埼
玉
県
交
通
安
全
対

策
協
議
会
（
埼
玉
県
交
通
安
全
課

内
）

�
０
４
８
―
８
３
０
―
２

９
５
８

地
域
の
子
育
て
情
報

「
ト
コ
ト
コ
Ｇ
Ｙ
Ｕ
ネ
ッ
ト
」

平
成
１６
年
１０
月
よ
り
、
ご
愛
読
い

た
だ
い
た
子
育
て
応
援
情
報
紙
「
ト

コ
ト
コ
Ｇ
Ｙ
Ｕ
」
は
、
今
年
５
月
に

休
刊
し
ま
し
た
。

新
た
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
朝
霞

市
を
中
心
と
し
た
地
域
の
子
育
て
情

報
（
幼
稚
園
、
サ
ー
ク
ル
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
）
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://tocotocog

y
u
.n
et/

問
い
合
わ
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ａ
子
育
て
環
境
支
援
セ
ン
タ
ーやま
や

ト
コ
ト
コ
Ｇ
Ｙ
Ｕ
編
集
室

山
谷

�
・
�
０
４
８
―
４
６
８
―
４
８

０
０

携
帯
０
９
０
―
４
７
５
３

―
０
０
５
４

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
労
働
者
も

〜
埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ

い
て
〜

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
平
成
２０
年
１０

月
１７
日
か
ら
時
間
額
７２２
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
特
定
の
産
業
に

つ
い
て
は
別
途
産
業
別
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
埼
玉
労
働
局
賃
金
室

�
０
４
８
―
６
０
０
―
６
２
０
５

さ
い
た
ま
労
働
基
準
監
督
署

�

０
４
８
―
６
０
０
―
４
８
０
１

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調

査
を
平
成
２０
年
１２
月
３１
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企

業
、
大
学
等
で
の
研
究
資
料
等
、
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く

調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
政
情
報
課

内
線

２
３
１
６

�
０
４
８
―
４
６
３

―
３
１
６
３
（
直
通
）

朝
霞
市
私
道
内
水
道
管
布

設
替
整
備
費
補
助
金
交
付

事
業

朝
霞
市
私
道
老
朽
管
布
設
替
整
備
費

補
助
金
交
付
事
業

対
象
／
私
道
内
に
布
設
さ
れ
て
い
る

老
朽
管
（
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
）
を

耐
震
性
の
強
い
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
へ
布
設
替
す
る
場
合

補
助
金
額
／
布
設
替
整
備
工
事
費
の

全
額

朝
霞
市
私
道
給
水
管
布
設
替
整
備
費

補
助
金
交
付
事
業

対
象
／
出
水
不
良
や
漏
水
多
発
を
改

善
す
る
た
め
布
設
替
を
行
う
場
合

補
助
金
額
／
布
設
替
整
備
工
事
費
の

３
分
の
２
以
内

問
い
合
わ
せ
／
水
道
施
設
課

�
０

４
８
―
４
６
３
―
８
６
９
９

6

朝霞市役所 TEL ０４８―４６３―１１１１（代表）
※直通電話番号（ダイヤルイン）で電話をかけると、直接各担当係につながります。

受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 休日／土・日曜日、祝日
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ご
案
内 
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彩夏ウボーイの防犯推進室 

「
朝
霞
市
み
ど
り
の
基
金
」

へ
の
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

▼
朝
霞
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
企
画

運
営
協
議
会
様
か
ら
２
万
３
５
４

５
円

▼
苗
木
配
布
事
業
実
施
時
の
募
金
活

動
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
３
万
１
５
０
８
円

「
朝
霞
市
み
ど
り
の
基
金
」
は
、

市
内
の
緑
地
の
保
全
お
よ
び
緑
化
の

推
進
に
必
要
な
土
地
の
取
得
等
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
平
成
１４
年
４
月

に
設
立
さ
れ
た
基
金
で
す
。
こ
の
基

金
を
活
用
し
て
、
平
成
１５
年
度
に
は

岡
緑
地
（
0.4
㌶
）、
平
成
１６
年
度
に

は
宮
戸
緑
地
（
0.5
㌶
）
の
用
地
を
取

得
し
、
緑
地
の
保
全
を
行
い
ま
し
た
。

将
来
の
子
供
た
ち
に
多
く
の
緑
を
残

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
基
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課

内
線

２
１
０
２

�
０
４
８
―
４
６
３

―
０
３
７
４
（
直
通
）

����
～ご受章おめでとうございます～
�瑞宝小綬章（防衛功労）

つじ まさる

辻 勝 さん・８２歳
元陸上自衛隊輸送学校長

なお、辻さんは永年にわたり朝霞市議会議長を務
めた方です。

���	
����
～ご受章おめでとうございます～

�瑞宝双光章（防衛功労）
かんだ しげぞう

神田 繁藏さん・６１歳（元２等陸尉）
�瑞宝単光章（防衛功労）

いし い ひろし

石井 博さん ６１歳（元３等陸尉）

�瑞宝単光章（防衛功労）
うえぞの かず み

植囿 一實さん・６１歳（元３等陸尉）
�瑞宝単光章（防衛功労）

せき と し お

関 利夫さん・６３歳（元３等陸尉）
�瑞宝単光章（防衛功労）

む と う たかし

武藤 喬さん・６１歳（元３等陸尉）
�瑞宝単光章（警察功労）

もりすぎ み のり

森杉 美宣さん・７５歳（元警視庁警部補）

��
�
～ご受章おめでとうございます～
�藍綬褒章（選挙関係事務功績）

しばざき たいいち

柴� 泰一さん・８４歳
元朝霞市選挙管理委員会委員

ご
存
じ
で
し
た
か
？

審
議
会
な
ど
の
会
議
は
、
原
則

と
し
て
公
開
さ
れ
傍
聴
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
会
議
の
予
定
に

つ
い
て
は
、
市
庁
舎
１
階
市
民
ホ

ー
ル
の
電
光
掲
示
板
、
３
階
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、

会
議
結
果
（
速
報
）
や
会
議
録
は
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
予
定
・
結
果
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー（
市
政
情
報
課
市
政
情
報
係
）

内
線
２
３
６
５

�
０
４
８
―

４
６
３
―
１
７
５
９
（
直
通
）

会議のご紹介【第２３回】《健康づくり推進協議会》
健康づくり推進協議会は、市民の健康づくり対策の推進や普及啓発を

図るために設置されています。
委員は、保健所、保健医療団体、教育関係団体、自治会連合会、社会

福祉協議会、商工会、農業協同組合、あさか健康プラン２１推進委員会、
健康づくりに関する活動を行っている市民団体の推薦者、学識経験者の
計１４人で構成されています。
今年度は、保健事業、あさか健康プラン２１推進事業、健康増進センタ

ー事業、健康まつり事業などを議題としています。
会議は公開されていますので、ぜひ、傍聴にお出かけください。
事務局／健康づくり課（保健センター内） �０４８―４６５―８６１１

犬
や
猫
の
ふ
ん
で
み
ん
な
が
迷
惑
し

て
い
ま
す
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

処
分
し
ま
し
ょ
う

○ひったくり被害の防止
・後ろからのバイク音など周囲に注意する。
・自転車の前カゴに防犯ネットをつける。
・バッグは車道と反対側に持つ。

○侵入盗の防止
・窓やドアに補助錠を取り付ける。
・窓ガラスに防犯フィルムを貼る。
・ごみ出しなどのわずかな時間でも鍵をかける。
・家の周囲は見通しをよくする。

自分も被害にあうかもしれないといった警戒心を持つこと
が大切です。

問い合わせ／危機管理課 内線２３７５ �０４８―４６３―１７８８（直通）

年末年始に発生が予想される
ひったくりや侵入盗などに
気をつけよう！

広報あさか ２００８．１２．１５7



ご
案
内 

朝
霞
第
四
小
学
校
改
築
移

転
に
伴
う
通
学
区
域
の
変

更
朝
霞
第
四
小
学
校
の
改
築
移
転
に

伴
い
、
朝
霞
第
一
小
学
校
お
よ
び
朝

霞
第
六
小
学
校
の
通
学
区
域
の
一
部

が
平
成
２２
年
４
月
１
日
�
か
ら
変
更

と
な
り
ま
す
。

通
学
区
域
の
変
更
対
象
と
な
る
住

所
地
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
朝
霞
第
一
小
学
校
か
ら
朝
霞
第
四

小
学
校
に
変
更
と
な
る
住
所
地

①
膝
折
町
一
丁
目
１
番
、
２
番
、
５

番
〜
１４
番

②
膝
折
町
二
丁
目
５
番
〜
７
番

③
膝
折
町
五
丁
目
１
番
〜
８
番

�
朝
霞
第
六
小
学
校
か
ら
朝
霞
第
四

小
学
校
に
変
更
と
な
る
住
所
地

①
本
町
一
丁
目
１
番
〜
６
番

７
番

６
号
〜
２５
号
ま
で

②
溝
沼
一
丁
目
１
番
〜
４
番
、
５
番

２３
号
〜
３４
号
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
教
育
管
理
課

内
線

２
４
４
２

�
０
４
８
―
４
６
３

―
０
７
９
３
（
直
通
）

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
行
政
手
続

を
行
う
際
に
、
他
人
に
よ
る
な
り
す

ま
し
申
請
等
を
防
ぐ
た
め
に
行
政
が

電
子
証
明
書
を
発
行
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

国
税
の
電
子
申
告
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
や
自
動
車
登
録

の
電
子
申
請
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
の
ほ
か
、

住
民
票
の
写
し
の
請
求
等
を
電
子
申

請
す
る
場
合
に
は
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
く
電
子
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

今
年
も
国
税
の
電
子
申
告
利
用
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
電
子
申
告
期

間
（
平
成
２１
年
１
月
５
日
か
ら
３
月

１６
日
ま
で
）
に
な
り
ま
す
と
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
お
よ
び
公

的
個
人
認
証
登
録
窓
口
が
大
変
混
雑

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
で
き
る
人
／
朝
霞
市
に
住
民
登

録
の
あ
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の
／
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
お
よ
び
本
人
確
認
資
料

（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
、
写
真
付
き
の
公
的
な
身
分
証

明
書
）

※
顔
写
真
な
し
の
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
お
よ
び
健
康
保
険
証
や
年
金
手

帳
な
ど
、
写
真
付
き
の
公
的
な
身
分

証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、

申
請
受
付
後
、
ご
自
宅
に
お
送
り
す

る
「
照
会
書
兼
回
答
書
」
を
ご
持
参

い
た
だ
い
て
か
ら
の
交
付
と
な
り
ま

す
。

申
請
受
付
窓
口
／
総
合
窓
口
課

※
内
間
木
支
所
・
朝
霞
台
出
張
所
・

朝
霞
駅
前
出
張
所
で
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
時
間
／
平
日

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

発
行
手
数
料
／
５
０
０
円

有
効
期
間
／
３
年
間
（
期
間
内
で
あ

っ
て
も
、
住
所
や
氏
名
に
変
更
が

あ
る
と
失
効
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
／
総
合
窓
口
課

内
線

２
６
１
２
〜
７

�
０
４
８
―
４

６
３
―
２
６
０
５
（
直
通
）

不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
等

を
集
め
て
い
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
で
は
、
家
庭
に
眠
っ
て
い

る
入
れ
歯
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

片
方
し
か
な
い
ピ
ア
ス
・
イ
ヤ
リ
ン

グ
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
指
輪
等
も
集
め

て
い
ま
す
。

入
れ
歯
等
に
は
貴
重
な
貴
金
属
が

含
ま
れ
て
お
り
、
貴
金
属
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
得
た
益
金
は
、
ユ
ニ
セ
フ

を
と
お
し
て
世
界
の
子
供
た
ち
の
支

援
に
使
わ
れ
ま
す
。

設
置
場
所
／
福
祉
課
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
は
あ
と
ぴ
あ
）、
浜
崎

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
溝
沼
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

回
収
方
法
／

①
汚
れ
を
落
と
し
、
熱
湯
ま
た
は
入

れ
歯
洗
浄
剤
で
消
毒
し
、
乾
か
し

ま
す
。

②
新
聞
広
告
等
の
厚
手
の
紙
で
入
れ

歯
を
包
み
、
設
置
場
所
に
あ
る
備

え
付
け
の
ビ
ニ
ー
ル
に
入
れ
ま
す
。

③
お
名
前
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

い
っ
し
ょ
に
ビ
ニ
ー
ル
に
入
れ

（
任
意
）、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
朝
霞
市
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
朝
霞
市
社
会
福
祉
協

議
会

�
０
４
８
―
４
８
６
―
２

４
７
９

福
祉
課

内
線
２
６
５

７

�
０
４
８
―
４
６
３
―
１
５

９
４
（
直
通
）

■海外先物取引の落とし穴
お金に余裕のある高齢者をねらって、電話や訪問販売
で取引を勧める事例が目立っています。
市内においても、１１月に、とうもろこしの先物取引で

８００万円、ニューヨーク原油相場で７００万円損をした、だ
まされたと相談が寄せられました。このような取引はし
くみがわかりにくいうえ、説明が不十分であったり、も
うけ話で消費者をその気にさせるなど問題のある勧誘や、
執拗で強引な勧誘を行うケースが多く見られます。また、
市内のケースも６０歳代の方が被害にあうなど、高齢の方
をねらう事例が目立ちます。
被害にあわないためには、取り引きの知識・経験が無
い人は絶対に手を出さないことと、勧誘に対してきっぱ
り断ることが大切です。

■振り込め詐欺の新たな手口
次々と新しい手口で市民生活に忍び寄る振り込め詐欺。
最近は、郵便局の「エクスパック５００」により現金を送ら
せる手口が急増しています。エクスパックで現金を郵送
するよう求めるものは１００％詐欺なので、絶対に応じない
ようにしましょう。
※エクスパック５００は、郵便局が５００円で販売している封
筒。Ｂ４サイズで全国一律５００円。切手不用でポストに
投函もできるが、現金・貴金属・劇毒物等は送付でき
ない決まりになっています。

■多重債務問題（ヤミ金融も）は必ず解決できます。
すぐに相談窓口へ！
秘密は守られますので、ひとりで悩まずに勇気を出し
て相談しましょう。
相談することが解決への近道です。

地震への備えは
万全ですか？
問い合わせ／建築課
内線 2592～4
�048―463―2585
（直通）

�������	
� vol.7
問い合わせ／消費生活相談 �０４８－４６３－１１１１ 内線２２５６

月～金曜日（祝日を除く）午前１０時～正午、午後１時～４時

8

朝霞市役所 TEL ０４８―４６３―１１１１（代表）
※直通電話番号（ダイヤルイン）で電話をかけると、直接各担当係につながります。

受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 休日／土・日曜日、祝日
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催
し
・
講
座 

陸上自衛隊中央音楽隊による入場無料の小編成のコンサ

ートです。ぜひお楽しみください。

日時／平成２１年２月７日� 午後２時３０分開演（午後２時

開場）

曲目／J. S．バッハ：「ブランデンブルグ・コンチェルト

第３番」（金管アンサンブル）

A.リード：「金管と打楽器のための交響曲」

（金管アンサンブル）

G.フィットキン「フック」（打楽器アンサンブル）

A. I．ハチャトゥリアン：組曲「ガイーヌ」

（金管・打楽器アンサンブル）

申込方法／往復はがきに演奏会名（第４０回室内楽演奏会・

ゆめぱれす）・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、

１月２６日�【必着】までにお申し込みください。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

申込先／〒１７８―８５０１ 東京都練馬区大泉学園陸上自衛隊中

央音楽隊「P係」へ

主催／陸上自衛隊中央音楽隊

後援／�朝霞市施設管理公社

「ねんきん特別便」を受け取られた市民の方を対象に、

年金相談を行います。予約制ですので、電話で予約をして

指定された時間にお越しください。

日時／毎週火・木・金曜日 午後１時～６時

会場／市役所１階保険年金課
対象／「ねんきん特別便」を受け取られた市民の方
相談員／社会保険労務士
持ち物／「ねんきん特別便」・年金手帳等
申込方法／「ねんきん特別便」を用意し、電話で保険年金
課へ。

小学生から社会人まで、市内で音楽活動をしている団体
が、日ごろの練習の成果を発表します。市民の皆さんのご
来場をお待ちしています。
日時／平成２１年１月１８日� 午前１０時～午後４時（午前９
時４５分開場）
会場／ゆめぱれす（市民会館）
出演団体／朝霞第一小、朝霞第十小、朝霞第一中、朝霞第
二中、朝霞第三中、朝霞第四中、朝霞第五中、朝霞西高
等学校、東洋大学吹奏楽研究部、埼玉県南西部消防音楽
隊、朝霞市民吹奏楽団、ジャグラーズ・ウインド・オー
ケストラ

「彩の国みどりの基金」への寄附にあたり、使途を「都

市への植樹」に指定して一定金額以上の寄附をしていただ

いた方には、記念プレートを取り付けることができる新た

な仕組みをスタートさせました。

記念プレートの設置／
「都市への植樹」を指定された場合は、記念プレートを

植樹した樹木に設置することができます。

１．５万円以上の寄附の場合

メッセージ（結婚、子供の誕生、卒業、退職など）

と名前を記載した記念プレートを樹木の脇に設置

２．１万円以上５万円未満の寄附の場合

名前を記載した記念プレートを樹木に取り付け

市では、年の初めに、消防出初め式を開催します。
消防団員による消防車や人員・服装・規律の点検、消防団
員・署員による放水や救出救護の演技などを見学できます。
会場では、ポンプ車やはしご車といっしょに写真撮影が
できます。写真撮影を希望する方は、カメラを持参してく
ださい。
普段、見ることのない消防団・消防署の演技や消防車両
の運転席をのぞいて見ませんか。
なお、開催に伴い、１月１０日�～１１日�午後３時までは
市役所正面駐車場の一般開放はいたしませんのでご注意く
ださい。
日時／平成２１年１月１１日� 午前９時～正午

（雨天の場合は中止）
※写真撮影は午前１１時ごろからできます。

会場／市役所正面駐車場
※車でのご来場はご遠慮ください。

埼玉県労働相談センターでは、賃金などの労働条件や解

雇、労務管理上の問題など、勤労者と経営者の労働に関す

る悩みや疑問についての相談を受け付けています。

日時／月曜日～金曜日 （土・日曜日、祝日、年末年始を

除く）電話相談 午前９時～午後５時 面接相談 午前

９時～午後４時

会場／埼玉県庁第２庁舎１階

朝市は毎月第１日曜日に開催しています。服飾、雑貨、
地場野菜、新鮮果物、お茶などお手ごろな価格で提供して
おります。皆さんちょっぴり早起きして買い物に来てみま
せんか。
日時／１月４日� 午前７時～９時
会場／市役所正面駐車場

「ねんきん特別便」に係る年金相談
予約・問い合わせ／保険年金課 内線２６２２～３

�０４８―４６３―１２６４（直通）

第１２回朝霞市吹奏楽・器楽フェスティバル
問い合わせ／教育指導課 内線２４３５ �０４８－４６３－２８８４（直通）

消防出初め式を見学しませんか
問い合わせ／危機管理課 内線２３７３

�０４８－４６３－１７８８（直通）

朝市
問い合わせ／産業振興課 内線２２４３ �０４８－４６３－１９０３（直通）

第４０回室内楽演奏会
問い合わせ／ゆめぱれす（市民会館） �０４８－４６６－２５２５

「彩の国みどりの基金」への寄附で植樹する
樹木に記念プレートを設置しませんか？

申し込み・問い合わせ／埼玉県みどり再生推進室
�０４８－８３０－３１４７

埼玉県労働相談センターの労働相談
問い合わせ／埼玉県労働相談センター �０４８－８３０－４５２２

費用の記載がないもの
は原則として無料です
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